
 【９月１７日の放映分の解説：（ミュージカルの構

想に関する会議中のメモ）】 

   

  

 

 

 

Ａ１: 台本では、のぶさんが、メモした速記文字を読み返して、その内容を皆 

さんに確認してもらうことになっていましたが、「シャク」の関係でその 

部分がカットされてしまい、速記している場面も少しだけ映りました。 

 「釈然としないので、シャクに触る」というわけではありません。「短 

い時間の中で少しずつ削っていく必要があるからやむを得ない」と解釈し 

ております。 

 なお、「シャク」というのは業界用語で、「映画制作用語辞典」には、 

次のような内容の説明がされていました。 

 「映画のフィルムの長さの単位はフィートだったが、我が国は尺貫法だ 

ったため、尺でもいいだろうとなったとのこと。 

 作品全体の長さやシーン・カットの長さをこのように表現して、長さと 

しての時間と時刻としての時間を混同しないようにして、時間の巾とい 

う意味で使われてきた。」 

 

  それはともかく、この場面では、次の速記文字が手の動きから分かりました。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１: ミュージカル「怪傑アンパンマン」の制作にあたっての会 

   議の内容を、のぶさんがメモしている場面がありました。 

    このときの手の動きから、どのように速記していたか分か 

     る部分はあるでしょうか。 

   

     

 

 

  

 



 訳をつけると、 

 

 

  

 

 

となります。 

 （その前の部分は、ちょっとはっきりしませんでした。） 

  

☛速記文字の解説としては、 

 ・左側：「フ」と「ラ」と「ケ」の基本文字を、「ン」の小円でつないで、 

非常にきれいに書かれていました。 

・右側：「イン」は、上の「ラン」と「ケン」と同じで、「ン」の小円を 

 付けて、「ン」の付く音を簡単に書く方法です。 

  「シュウ」という長音は、「シ」の前に大カギを付ければ表現できます 

 が、「シュ」というよう音になった場合は、「シ」の曲線を直線にするこ 

  とにしてもらっています。 

 （「民主主義」は「民主シュウギ」と書いて、長音のままでも意味は理解 

 できますが、区別する場合は、このようにすることにしています。） 

  そうすると、たまたま「シュ」と直線にした後ろが「タ」だったため、 

 境目を区別するため、切り線を付けています。（なくても分かります。） 

   

 

 

 それでは、もしよろしければ、今回の「蛇の足（その１１）」コーナーでも、 

文字に関する話題を少し提供させていただければと思います。 

 

 

♛【“蛇の足”コーナー・その１１】♛ 

     言葉遊びで、“隠し言葉”のご提案 

 

 



★「シャレ言葉」をいろいろ考えているうちに、 

    関連する言葉を織り込んで文章をつくっていく  

 ということをやってきました。 

例えば、年賀状では、それぞれの 

干支にちなんだ言葉を織り込んでみ 

ましたので、少しご覧いただければ 

幸いです。 

 （令和３年のものは、その年の干支 

 ではなく、十二支を１つずつ織り込 

 んだものになっています。） 

あと、令和４年のサッカーのワー 

ルドカップのときに考えたものも、 

そのあとに掲載していますので、ご 

覧いただければありがたいです。 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 



  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９月１７日 

 

 

 



（９月１７日の放映分に関しての解説と、  

          “蛇の足・その１１”のコーナー  中根康雄記） 

 


